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1.研究背景と意義

中国は、急速かつ深刻な人口高齢化の進行過程にある。第七回全国人口普査によれば、60

歳以上人口は 2億 6,402 万人に達し、総人口の 18.70％を占めた。2010 年の第六回全国人口普

査と比較して、その比率は顕著に上昇している。社会・人口構造の変化に対応するため、中国

政府は「在宅を基礎、社区を拠り所、養老施設を支え」とする多層的な養老サービス体系を提

唱している。学術研究および地方政府実践では、養老資源配分の望ましい構造を「9073／9064」

枠組みによって要約することが多い。現実には養老施設への実際の入所割合が長期にわたり低

水準にとどまっている。全国統計によれば、養老施設に実際に入所している高齢者の割合は約

0.73％であり、全国のベッド利用率は約 39.3％である。「施設ベッド数の拡張」と「入所需

要の不足」が併存する矛盾した状況が示されている。

この的背景の下で、養老サービス体系における需給マッチングと資源利用効率に関わるだけ

でなく、政策設計および施設サービス改善の方向性にも直接的な示唆を与える。地域差が顕著

な中国においては、一線都市や沿海地域を対象とした研究の知見のみでは、中部省份や一般都

市における養老選択の論理を十分に説明しがたい。そこで本研究は、河南省新郷市における都

市戸籍高齢者を対象として実証分析を行う。河南省の 2020 年データによれば、高齢人口規模

は大きく（約 1,722 万人、全省人口の約 17.53％）、養老施設のベッド利用率は約 41.9％であ

る一方、実際の入所割合は約 0.72％にとどまる。同省は「利用率が高くない—入所割合が低い」

という構造的特徴を示しており、「入所意向—現実の選択」の乖離を検討するうえで典型的な

観察場域となりうる。

2.先行研究の整理

先行研究では、都市部高齢者の養老施設への入所意向は、多次元的要因の複合的作用によっ

て規定されるとする見解が一般的である。関連要因は概ね四領域に整理できる。すなわち、①

個人の基本属性、②家族状況、③生活満足度／主観的幸福感、④価値観および養老観である。

個人属性に関して、学歴、収入、年齢などの変数は一定の方向性を示す研究がある一方、結

論は必ずしも一貫していない。総じて、高学歴および良好な経済条件は養老施設養老の受容度

の高さと関連する傾向がみられる。年齢や健康状態の影響については、研究対象や地域、制度

環境等の文脈により差異が生じうる。家族状況に関して、子どもの支援能力、同居形態、子ど

もの人数、性別構成（娘の有無など）、世代間相互作用の質は、「ケアの入手可能性」「情緒

的愛着」「社会的評価」といった作用機序を介して入所意向に影響しうる。生活満足度および

主観的幸福感に関して、既往研究は生活満足度と養老方式の選択との関連を指摘している。生

活満足度は健康、収入、社会支持、親子相互作用など複数要因の影響を受け、一定条件下では

入所意向と負の関連を示す可能性がある。養老観念および社会文化に関して、「孝」や「養児

防老」といった伝統的価値観は、養老施設養老に対する受容度を低下させる要因となりうる。

「入所＝不孝／死を待つこと」といったスティグマ化された認知、施設サービスの質や適応可

能性に対する懸念は心理的抵抗を強化する。
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3.研究目的

本研究では、中国河南省新郷市都市部 65 歳以上高齢者を対象に、個人属性、健康状態、生

活満足度・幸福感、家族関係・世代間支援、養老観という 5 つの変数を中心に調査項目を設定

し、それぞれの要因が養老施設入所意向に与える影響について体系的に分析することを目的と

する。これにより、養老サービス政策の最適化に向けた実証的な知見を提供することを目指す。

4.研究方法

質問紙調査を通じてデータを収集する。対象者の抽出には機縁法を用い、研究担当者の人的

ネットワークを活用して協力を得た上で、181 名の有効回答を回収した。本研究は桜美林大

学研究活動倫理委員会から承認を得た（承認番号 25022）。データを抽出した後、SPSS 27.0 を

用いて基本的なデータクリーニングおよび整理を行い、統計分析を実施する。カイ二乗検定と

Logistic 回帰分析を行い。

5.結果

本研究の有効サンプルは N＝181 である。回答者のうち、「養老施設への入所を希望する」は

55.2％（100 人）、「希望しない」は 44.8％（81 人）であった。カイ二乗検定の結果、社会

人口学的要因のうち、学歴と居住状況（家族同居構造）は入所意向と統計学的関連を示した。

一方、年齢、性別、婚姻状況などは入所意向との有意な関連が認められなかった。

回帰分析の結果について、主観的幸福感について、生活幸福関連モデルでは、幸福感が高い

ほど入所意向が高い傾向が確認された。養老観について、養老施設に対する印象が悪いこと、

施設情報を主動的に把握しようとしないことはいずれも入所意向と負の関連を示した。この結

果は、複数の回帰分析モデルでは有意性を示した。「否定的認知／情報取得意欲の低さ」が入

所意向を抑制する主要因である可能性を示した。家族の世代間支持について、子どもからの生

活支援度が高いほど入所意向は低い傾向が複数の回帰分析モデルでは有意性を示した。家族支

持が一定程度、養老施設養老の需要を代替しうること、家族養老の継続可能性および情緒的正

当性を高めることが関与している可能性がある。

全ての属性を同時に投入した最終多変量 Logistic モデルでは、生活満足度は前のモデルでは

有意ではなかったが、最終モデルでは入所意向と有意な負の関連を示した。世代依存型の養老

観は単変量モデルおよび一部の統制モデルで有意であった一方、「各領域で有意であった属性

のみを投入した」モデルでは有意性が失われ、最終「全属性モデル」再び有意となった。
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6.考察

本研究の調査結果、入所意向率（55.2％）は、一部地域の既往調査水準を上回った。この結

果で、新郷市都市部の高齢者において養老施設養老に対する態度が明確に緩和している可能性

を示した。家族構造の小規模化、子どもの就業負担、介護時間の不足といった現実的制約の下

で、伝統的な家族養老価値が依然として強い状況にあっても、高齢者が養老方式の組み合わせ

を実行可能性の観点からより理性的に評価していることを反映していると解釈できる。

回帰分析の結果、本研究において入所意向に影響する中核要因は「健康上の必要」に限定さ

れないことが示された。健康要因は既往研究で強い有意性が報告されてきたが、本研究では、

影響はむしろ「養老施設に対する印象」「情報取得意欲」といった認知・情報関連変数、なら

びに「子どもからの支持」という家族による代替資源に集中していた。これに基づき、現時点

における養老施設養老の主要な障壁の一つは、施設サービスの質、制度的保障、生活適応に関

する「不確実性」および「否定的イメージ」であると推論できる。高齢者が入手可能で理解し

やすく、信頼できる情報経路を欠く場合、伝統的価値観やスティグマ化された語りが優位とな

り、入所意向が抑制されやすい。情報の透明性が高まり、体験機会が増加し、肯定的事例が可

視化される条件では、入所意向が顕在化しやすいと考えられる。生活満足度が最終モデルにお

いて入所意向と負の関連を示した。生活満足度は現行の生活配置に対する総合的肯定に近く、

満足度が高いほど現状維持（在宅／家族養老の継続）を選好する可能性が示唆される。この差

異は、

本研究は「9073」養老構造と現実の需給ミスマッチという矛盾状況に立脚し、新郷市都市部

高齢者の入所意向の形成機序を検証した。その結果、「施設イメージ―情報取得意欲―家族支

持―主観的福祉―養老観念」が入所意向に影響する主要因として識別された。入所意向と現実

の選択との間には、経済条件、家族条件、サービス供給条件といった制約がなお存在しうる。

今後は、政策的誘導と多主体の協働を通じて、「希望はあるが選択しにくい」状況、ならびに

「情報・信頼の不足により希望が形成されにくい」状況という構造的課題を段階的に改善して

いく必要がある。
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